
スピングラスとは、強磁性相互作用と反強磁性相互作用がランダムに入り混
じった磁性体であるが、このスピングラスにおける未解決の、非常に重要な問題
の１つとして磁場中スピングラスの問題がある。スピングラスの平均場模型では
磁場中スピングラス相の存在が厳密に示されているのだが、それに対し、Fisher
とHuseによって提案されたドロップレット理論では、有限次元のスピングラスに
は磁場中スピングラス相が存在しないことが予言されている。そして、現実のス
ピングラスにおいて磁場中スピングラス相が存在するのかどうか、かれこれ30年
以上の長きに渡り議論され続けているのにも関わらず、今なおはっきりとした結
論が得られていないのが現状である。
そこで我々は、この磁場中スピングラス相の問題を解決すべく、レプリカ交換
法と数値的実空間繰り込み群の手法を組み合わせたシミュレーションを行い、
block spin間に働く有効カップリングを測定した。この有効カップリングはスピン
グラス的秩序を表しており、サイズ無限大の熱力学的極限で有効カップリングが
０になるかどうかが磁場中スピングラス相有無の判定基準となる。そして、得ら
れたデータに対するスケーリング解析を行ったところ、磁場中では、例えかけて
いる磁場がどんなに弱くても、サイズ無限大の極限で有効カップリングが０にな
るという結果が得られた。この結果は磁場中スピングラス相の不在を強く示唆し
ている。
また本セミナーでは、シミュレーションで用いた手法についても、レプリカ交換法
を中心に、ある程度詳しく紹介する予定である。
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